
員
が
起
き
て
い
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

も
出
来
な
か
っ
た
。
宇
品
か
ら
乗
船
輸
送
船
の
中
で
は
玄
海
灘
が
荒
れ
て
、
船
酔
で
全

釜
山
港
へ
上
陸
、
小
学
校
で
大
休
止
、
そ
し
て
鉄
道
輸
送
で
天
津
駐
屯
地
へ
と
向
ふ
。

列
車
は
山
海
関
を
通
過
、
開
平
附
近
に
て
列
車
が
爆
破
さ
れ
、
転
覆
し
て
い
る
の
が
見

え
た
。天
津
駅
着
、
下
車
し
て
ホ
ー
ム
に
出
る
。
早
朝
で
と
に
か
く
寒
く
て
ぶ
る
ぶ
る
と
体

が
ふ
る
え
た
。
金
鋼
橋
の
兵
舎
へ
初
年
兵
と
し
て
入
隊
で
あ
る
。
天
津
か
ら
津
浦
線
で

広
島
駅
で
下
車
、
市
内
の
旅
館
で
宿
泊
す
る
。
旅
館
附
近
は
憲
兵
隊
の
警
戒
で
外
出

さ
れ
る
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
十
日
、
私
が
東
部
十
二
部
隊
へ
北
支
要
員
山
砲
兵
現
役
入
隊
し

た
、
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
。
私
達
を
北
支
天
津
か
ら
迎
え
に
来
た
三
名
の
受
領
員
の

方
々
と
共
に
、
十
九
年
の
支
那
大
陸
縦
断
作
戦
に
参
加
し
た
が
、
戦
死
さ
れ
誠
に
残
念

に
思
い
ま
す
。
戦
争
は
明
日
の
生
命
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

十
二
月
二
十
二
日
、
夜
間
青
山
師
範
の
宿
舎
を
出
発
、
品
川
駅
へ
と
向
ふ
道
路
に
、

家
族
の
人
々
が
私
達
出
征
兵
士
の
通
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
憲
兵
隊
の
警
戒

が
き
び
し
く
、
面
会
も
許
さ
れ
ず
、
家
族
持
参
の
食
物
の
差
し
入
れ
も
受
け
取
れ
ず
、

駅
の
ホ
ー
ム
に
入
る
。
列
車
の
車
窓
は
あ
け
ら
れ
ず
、
輸
送
列
車
は
ホ
ー
ム
を
離
れ
進

行
す
る
。
こ
れ
が
肉
親
と
の
最
後
の
別
れ
か
と
、
心
細
い
気
持
ち
が
し
た
事
が
思
ひ
出

戦

争

の

体

験

首
。
こ
れ
は
と
て
も
残
酷
で
と
て
も
見
て
ら
れ
な
い
光
景
で
あ
る
。

き
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

や
も
知
れ
ず
不
安
の
連
続
で
し
た
が
、
無
事
目
的
地
山
海
関
到
着
。
警
乗
交
替
一
同
ほ
っ

自
殺
と
な
れ
ば
中
隊
長
自
身
の
進
級
に
さ
し
つ
か
え
る
か
ら
で
あ
る
。

百
キ
ロ
南
の
滝
県
へ
。
こ
こ
で
初
年
兵
教
育
の
訓
練
が
は
じ
ま
る
。
内
務
班
で
は
教
育

掛
上
等
兵
の
毎
日
ビ
ン
タ
ビ
ン
タ
の
連
続
、
特
に
夜
間
点
呼
の
あ
と
が
恐
ろ
し
く
思
え

た
。
一
期
の
検
閲
も
無
事
終
了
。
中
隊
は
開
平
へ
移
動
警
備
に
つ
く
。
夜
間
は
銃
声
の

音
が
す
る
。

あ
る
日
、
同
年
兵
が
三
八
式
歩
兵
銃
で
自
殺
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
年
兵
の
私

的
制
裁
が
原
因
で
あ
る
。
中
隊
長
以
下
幹
部
協
議
の
上
非
常
呼
集
を
か
け
、
出
動
八
路

軍
と
の
戦
闘
で
戦
死
扱
い
と
し
、
二
階
級
特
進
陸
軍
兵
長
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

あ
る
時
は
列
車
警
乗
の
任
務
に
つ
い
た
事
が
あ
っ
た
。
唐
山
、
山
海
関
ま
で
の
朝
鮮

銀
行
の
現
金
輸
送
の
警
乗
勤
務
で
、
下
士
官
以
下
六
名
で
列
車
の
中
で
は
酒
食
の
も
て

な
し
で
、
交
替
で
車
窓
か
ら
外
を
警
戒
す
る
が
、
し
か
し
何
時
列
車
襲
撃
爆
破
が
あ
る

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
万
里
の
長
城
の
入
口
ま
で
見
学
し
て
中
隊
へ
帰
っ
た
事
も
、
よ

そ
れ
か
ら
、
八
路
軍
捕
虜
の
処
刑
が
あ
り
、
中
隊
長
が
私
達
初
年
兵
全
員
の
前
で
斬

昭
和
十
八
年
、
警
備
交
替
で
中
隊
は
天
津
市
に
駐
屯
。
こ
こ
で
十
七
年
兵
が
入
隊
。

や
っ
と
二
年
兵
と
な
る
。
こ
こ
天
津
市
は
電
灯
が
つ
く
し
、
今
ま
で
奥
地
で
ラ
ン
プ
生

高

橋

義

光

（
宮
本

•
6
9歳
）
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高
の
喜
び
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
八
月
、
部
隊
は
南
満
錦
県
へ
移
動
。
や
が
て
十
八
年
兵
が
入
隊
。
三
年

兵
と
な
る
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
支
那
大
陸
縦
断
作
戦
行
動
。
こ
れ
か
ら
終
戦
ま
で
北
支
か
ら
南

支
ま
で
実
に
一
年
半
に
及
ぶ
戦
闘
で
、
糧
株
の
補
給
、
医
薬
品
も
な
く
、
食
糧
は
現
地

徴
発
を
食
べ
た
の
が
多
か
っ
た
。
多
数
の
戦
友
、
軍
馬
も
倒
れ
、
戦
死
者
よ
り
栄
養
失

常
州
地
区
で
抑
留
生
活
。
二
十
一
年
三
月
二
十
日
、
上
海
で
私
物
検
査
の
後
、
出
航
、

二
十
二
日
博
多
上
陸
。
従
軍
証
明
書
、
国
鉄
無
料
乗
車
券
、
現
金
三
百
円
が
支
給
さ
れ

た
。
博
多
小
学
校
で
抑
留
地
常
州
か
ら
持
参
の
蘇
州
米
で
飯
を
炊
き
、
東
京
行
の
夜
行

列
車
に
乗
る
。
当
時
、
博
多
、
東
京
急
行
券
十
円
。
所
要
時
間
二
十
五
時
間
で
あ
っ
た
。

船
橋
駅
下
車
、
京
成
踏
切
を
渡
る
街
角
で
、
映
画
「
愛
染
か
つ
ら
」
宮
下
館
上
映
の

ポ
ス
タ
ー
を
な
が
め
な
が
ら
、
懐
か
し
の
我
が
家
へ
と
。
二
十
三
日
夜
十
時
頃
で
し
た
。

四
年
四
箇
月
の
大
陸
で
の
軍
隊
生
活
作
戦
行
動
中
負
傷
せ
ず
、
た
だ
支
那
特
有
の
マ

ラ
リ
ヤ
に
は
閉
口
し
ま
し
た
が
、
入
院
す
る
事
な
く
無
事
復
員
出
来
た
事
が
、
私
の
最

終
り
に
、
大
陸
で
戦
死
、
戦
病
死
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
次
第
で
す
。

調
の
死
亡
者
が
多
い
の
も
事
実
で
す
。

活
か
ら
や
っ
と
人
間
ら
し
き
生
活
に
な
っ
た
。
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